
夕暮れ時には、くすぶり続ける煙が大量の牛に重なり
幻想的な雰囲気を醸し出す

　
そ
ん
な
都
市
の
発
展
と
は
対
照
的
に
、

独
立
後
も
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
続
け

る
人
々
も
い
る
。

　
ジ
ュ
バ
か
ら
北
に
２
０
０
キ
ロ
の
町
、

ボ
ル
を
訪
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
15
家
族

が
約
７
０
０
頭
の
牛
や
ヤ
ギ
と
暮
ら
す

集
落
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
牛
は
大
き

な
角
が
特
徴
で
、
彼
ら
は
自
分
の
牛
に

誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
生
活
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
だ
。

　
２
０
１
１
年
７
月
、
ア
フ
リ
カ
で
54
番

目
の
国
が
独
立
を
果
た
し
た
。
そ
の
国
の

名
は
「
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
」。
民
衆
の

力
で
得
た
〝
自
由
〞
に
対
し
、現
地
の
人
々

の
狂
乱
と
も
い
え
る
歓
喜
の
様
は
記
憶
に

新
し
い
。

　
私
は
そ
の
２
年
前
に
も
、
こ
の
地
を
訪

れ
て
い
た
。
空
港
に
は
両
替
所
も
な
く
、

タ
ク
シ
ー
の
客
引
き
も
い
な
い
。
到
着
す

る
や
い
な
や
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
も
の
か

と
、思
案
に
暮
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
首
都
ジ
ュ
バ
も
ず
い
ぶ
ん
小
さ
な
街
だ

っ
た
。
高
層
の
建
物
は
お
ろ
か
、
一
日
歩

き
回
っ
て
３
階
建
て
の
建
物
を
見
つ
け
る

の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

　
し
か
し
今
は
、
６
〜
７
階
建
て
の
建
物

を
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
。
街
に
も
活
気

が
あ
る
。
以
前
見
ら
れ
な
か
っ
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
大
衆
食
堂
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
最
近
建
て
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
ホ
テ
ル
な
ど
が
並
ぶ
。

　
食
堂
や
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
、
バ
イ
ク

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
な
ど
は
、
隣
国
の
ケ

ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
の
労
働
者
が
多

い
。
こ
の
新
し
い
国
の
誕
生
に
あ
や
か
っ

て
、
職
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
彼
ら
は
こ
の
発
展
を
〝
南
ス
ー
ダ
ン
ド

リ
ー
ム
〞
と
呼
ぶ
。
街
中
を
歩
い
て
い
る

と
、
そ
の
言
葉
は
確
か
だ
と
感
じ
る
。

朝
起
き
た
ら
女
性
が
乳
を
搾
り
、
搾
っ
た

牛
乳
は
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
町
に
売
り

に
行
く
。
10
時
半
ご
ろ
、
男
た
ち
は
牛
を

放
牧
し
に
出
か
け
る
。
そ
の
間
、
ふ
ん
尿

を
集
め
天
日
で
乾
か
す
の
は
残
っ
た
男
た

ち
。
午
後
に
な
る
と
、
半
乾
き
の
ふ
ん
を

く
す
ぶ
っ
た
灰
の
中
に
入
れ
る
。
夕
方
、

牛
が
帰
っ
て
く
る
と
灰
で
体
を
洗
う
。
虫

よ
け
の
効
果
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
親
に
何
も
言
わ
れ
ず
と
も
、
淡
々
と
自

素手でふん尿を集める男性。何時間も、黙 と々作業を続けていた

搾りたての牛乳を売ってきた少女たち。500ミリリットルが120円で売れる

夕食の支度をする女性。食事は豆を
煮ただけの簡素なものが多い

家 畜と共 に 生きる

2011年7月9日、灼熱の太陽の下で開催された独立記念式典。暑さと熱狂で倒れる人が続出した

独立後に新聞の数は増え、アラビア語と英語の新聞が並ぶようになった

South Sudan
［南スーダン］

写真・文＝丸山耕（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.63

分
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
様
子
に
は
感
心
す
る
。

　「
国
が
独
立
す
る
こ
と
は
う
れ
し
い
し

歓
迎
だ
。
で
も
俺
た
ち
の
生
活
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
よ
」。
こ
の
集
落
を
ま
と

め
る
ジ
ャ
コ
ブ
は
話
し
て
く
れ
た
。

　
手
つ
か
ず
の
自
然
の
中
で
、
家
畜
を
尊

び
、日
々
を
生
き
る
人
々
の
姿
は
美
し
い
。

「
ま
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
」。
そ
う
強
く

思
っ
た
。

地球ギャラリー vol.63

地球ギャラリー vol.63

飲み水や料理に使うのは井戸水だが、
体はナイル川の恵みで洗う

発展を続ける首都ジュバ
の街並み建設ラッシュが続くジュバの市街地。ケニアやウガンダからの技術者や労働者も多い新しくできたインターネットカフェは、特に学生がよく利用している

仕事の合間は子どもたちの遊び時間

手際よく乳を搾る女性。販売用の牛乳は清潔に取り扱う

銃を持ち見回りをする男性。昔から家畜を
奪い合う争いは絶えない
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Event
列を組んで練り歩く人々の数の多さには圧倒される

結婚祝いパレード

住民総出で参加するイベントといえば

　南スーダン北部に位置するアッパーナイル州。その州
都マラカルで出くわしたのは、盛大なパレード！おそろい
の色鮮やかな衣装を身にまとい、杖や花飾りを手にした
100人ほどのグループが、踊ったり歌ったりしながら、夕
暮れ迫る町を練り歩く。
　これは、この地域に多く住むシルック族の結婚祝いの
行事。新郎新婦と知り合いであろうとなかろうと、昔から
こうしてみんなで繰り出してお祝いするのが慣習だとい
う。女性ばかりの行列と思っていたら、広場で待ち受け
ていたのは男性陣。見る見るうちに数千人の大きな渦が
できた。
　こうしたパレードは、毎年10月から5月ごろの乾期が
開催シーズン。この国で長年続いた紛争の最中でも、決
して失われなかった
伝統文化。娯楽の
少ない町で、民族の
誇りを守りながら共
に楽しもうと、地元
の人々が編み出し
た知恵なのかもし
れない。

南スーダンの文化を
知ろう！

フール

南スーダン料理といえば
豆の煮込み

新郎新婦の幸せを共有してみんなで楽しむ！

街角のレストランで並ぶのは煮込み料理が多い

【RE C I P E】

●材料（4人前）
金時豆（乾燥）250ｇ
／トマト1個／タマ
ネギ1個／塩、油適
量

金時豆を水に一晩漬けておく。
❶を鍋に入れて火にかけ、水分がなくなった
らお湯を加え、豆が十分に軟らかくなるまで
煮込む。
❷にざく切りにしたトマトとタマネギを乗せ、
塩と油で味を整えたら出来上がり。

★タマネギとトマトを炒めて使ったり、ゆで卵や
チーズ、コショウを加えたりとアレンジできる。

❶
❷

❸

　イスラム教徒が多いスーダンから分離独立した南スーダン。食事に
はイスラム文化を色濃く残し、東アフリカの影響も強く受けている。首
都ジュバのレストランでよく見られるのは、出稼ぎ労働者の多いエチオ
ピアの定番料理「インジェラ」。これに対して地方の農村部では、近隣
のケニアやウガンダのように、トウモロコシの粉を練った「ウガリ」が
主食だ。
　市場内の食堂では、大きなお盆におかずの入った小皿をいくつか並
べ、イスラム圏でよく食べられる丸いパンを添えた定食が人気。おかず
には、牛肉や鶏肉、ヤギ肉、川魚を塩で薄く味をつけて煮込んだもの
や、青菜やオクラのペーストが一般的だ。そして、これぞ“定番”の家庭
料理が、「フール」と呼ばれる煮豆。金時豆を軟らかく煮て、刻んだタマ
ネギや香菜などを添えたこの一品はパンによく合う。日本人も一度は
食べたことがある懐かし
い味だ。
　食堂では知り合い同士
で一つのお盆を囲み、それ
ぞれ手を伸ばして料理を
つまむ。食後は道端のカフ
ェでコーヒーや紅茶、ハイ
ビスカス茶を楽しむのが、
南スーダンスタイルだ。

地球ギャラリー
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